うず かつ こう 

地中に 埋めた ような 恰好であった。 そして どの 屋上に 

も、 ァカグ マ 国の 国旗 は、 ひらひらと はためい ていた _ 

遠くで、 楽の 音が きこえる。 

その 楽の 音 をき きつけて、 建物の 間 を、 ぞろぞろと 

うすぎたない 身な リ をした 男女の 群衆が 通って いく。 

「あっち だ、 あっち だ。 なにが 始まつ たんだろ うな、 

あの 音楽 は ：••： 」 

「お前、 ぼけち やい けない ね。 じゃあ、 こっちから 聞 

くが、 なぜお 前 はきょう こうして ぬけぬ けと 遊んで い 

られ るんだ い」 

「そんな こと を 聞いて、 おれ を 験そうと いうの だな」 



けで も あるまい」 

「ああ、 そうだつ たか。 イネ 国 滅亡の 曰か。 すると、 

みゃくはく 

われわれの 脈搏 にも、 今日ば かり はなに かしら、 人間 

くさい 涙が、 胸の 底から こみあげて くると いう わけ だ 

ね」 

「ふふん、 国破れて 山河 あり、 城 春に して 草木 深し と 

いう わけ だ。 だが、 そんな こと を いつまでも 胸の 中に 

おいてい ると、 また 督働 委員から、 ひどい 目にあう ぜ_ 

さあ、 なにも 考えない であの 音楽の している ところへ 

い つてみ よう」 

「ああ、 そうしょう。 現在、 われわれ 旧 イネ 国の 亡 民 



「あつ はつ はつ。 それ はとんで もない 誤解です。 わが 

国と 貴国と は 太 青洋を 間に 挟んだ 世界の 一 一大 強国で あ 

かんしょう 

る。 太青洋 は、 永遠に 両国の 緩衝地帯 である。 太 青 

洋の あるお 蔭で、 これら ニ大 強国 は、 永遠に 衝突 を 回 

避で きる であろう。 されば、 両国に とって、 太 青洋の 

存在 こそ、 このうえない 幸運なる 宝物 だと、 いわなけ 

れ ばなら ない。 どうです、 大使 閣下、 おわかりで すか。 

うんぬん 

わしが (太 青洋を 擁し 云々) といった の は、 そういう 

意味だった のです。 わし は 喋る のが 下手で してな、 

どうか、 お笑いく ださい。 あつ はつ はつ はつ」 



演じ、 イネ 国の 兵士 や 国民 を イネ 国人の 俳優が 演じて 

ざ ん ぎゃく 

いた。 だから、 実戦 さながらの 闘争 や 惨虐が 一 万 五 

千 人の 観衆の 前に、 くりひろげられ ていく。 ァカグ マ 

国人 は、 舞台のう えへ、 しきりと 声援と 喝采と を 送つ 

て、 

「イネ 人 を、 みなごろし にしろ」 

「ァ カグマ 国、 万々 歳！」 

だのと、 昂奮し きっていた。 

ひげ 

大 総督 スタ— ベア だけ は、 長い 髭に 指 を かけた まま、 

深い i! 子の 中に こっくり こっくり 居眠り を 始めて いた。 

彼 は、 そうしながら、 一 つの 夢を見て いた …… 。 



ァカグ マ 国の本 国に ある レッド 宮殿に おいて、 ヮシ 

リンリン 大帝から、 彼 は 叱られて いると ころ を 夢み て 

いたの だ。 

(けしからん じ やない か、 スタ ー ベア。 女 大使 ゴ— ル 

ド なん ぞに、 さかねじ を 喰う と は、 なんだ。 太青洋 は、 

両国の 共有物で、 緩衝地帯 などと は、 けしからん 約束 

手形 だ。 ァカグ マ 国の 今後の 活動が 制限され て、 困る 

じ やない か！) 

(へいへい、 ヮシ リンリン 大帝 陛下。 あれ は 口から 出 

まかせで ございま する。 ああで も 申し ませぬ と、 折角 

の大 祝典が、 めちゃめちゃ になって しまい ますので 巧 



言 を もって、 女 大使め をう ちとり ましたよ うな わけで 

ございま する。 ごらんな され ませ、 あのよう に 申して 

おきました ので 女 大使め は、 わが国が 太 青洋を 侵す 意 

志がない との 秘密 電話 を、 大統領に かけました ようで 

ございます。 その 隙 をう かがい、 近いうちに、 必ず キ 

ン ギン 国 を、 ばっさり と …… ) 

(おいおい、 そうう まく いくかね。 どうも 貴様 は、 大 

言 壮語す るく せがあって いかん。 おい、 本当に、 自信 

が あるの か。 おい、 おい) 

そこで 大 総督 は 夢から さめた。 

「もしもし、 もしもし」 



ま 

トマト 姫 は 名のと おり、 顔が まんまるで、 そして 頰っ 

ぺ たが トマトの ように 真 赤な 少女だった。 そして 金髪 

わ かんむり 

のうえ に 細い 黄金の 環で できた 冠 をのせ ている とこ 

ろ は、 全くお 人形の ように 可 i5 い 姫君だった。 これ は 

大 総督 スタ— ベア 公爵の、 たった 一人のお 嬢 さま だつ 

た。 

かもめ とびうお 

「だって、 お 父 さま。 海に は、 鷗 だの、 飛魚 はいても、 

猫 だの、 鼠 だの はいないでしょう。 お 父 さまた ちのお 

話 は、 ずいぶん おかしい のね」 

「あつ、 そうか」 

と、 大 総督 は、 くるし そうに 顔 を ゆがめ、 長い 髭 を 



左右に ひっぱつ たが、 

「おい、 トマト 姫。 お前 はいい 子 だから、 あっちへ いつ 

て、 レビ ユウ を 見て いらっしゃい。 お父さん は、 今、 

ハ ャブ サ 司令官と 大事な、》 J 相談 をし ている とき だから、 

あっちへ いらっしゃい」 

「いいのよ、 お 父 さま。 あたし、 もう 黙って いるから 

いいでしょう。 猫のお 話が 出ても、 鼠のお 話が 出ても、 

なんともい いません わ」 

トマト 姫 は、 そういいながら、 大 総督の 膝の 間へ 小 

じゅうたん 

さなお 尻 を 入れ、 絨毯のう えへ 座り こんで しまった。 

「どうも、 困った 奴 じ や」 



「隊長。 本営からの 命令です」 

「なに ッ、 早くい え！」 

そういう 間に も、 力 モシ 力 中尉 は、 怪しい 呻り が 空 

中に だんだん 大きくな るの を 聞きの がさなかった。 

「本営 命令。 敵 は キン ギン 国な リ。 キン ギン 国の 進攻 

命令 をった うる 電波 は、 空中に 次々 に 放送され つつ あ 

り。 やがて 海上に 敵艦隊 は 姿 を 現わさん。 敵の 攻撃 は 

第一 岬 要塞 附近に 集中せられ、 強行 上陸 を 企 つる も 

のと 思わる。 依って、 わが 軍 は、 全力 を あげて 守備 を 

固く し、 敵 を 撃退すべし」 

通 B 兵 は、 耳に 入る 本営からの 命令 を 復唱した。 そ 



て、 なにやら 命令 をった えてい るら しい。 が、 なに を 

命令して いるもの やら、 さっぱり 分らない。 その 隊長 

しま 

らしい 怪人 だけ は、 胸のと ころの 三本の 光の 縞が、 ネ 

オン 灯の ように、 赤く 光って いた。 

力 モシ 力 中尉 は、 塹壕の 斜面に、 伏せ をした まま 化 

石の ようになって いたが、 やっと 気 をと りなお し、 や 

はり 傍に 伏せ をして いる モグ ラー 等 下士 を、 防毒 衣の 

うえから 叩いて、 (おい、 こっちへ 寄って こい) 

と、 合図 をした。 

リ ようかい 

モグラ 下士 は、 その 合図 を 諒解して、 相手の 怪人た 

ちに 知られな いように、 おそるおそる、 中尉の 方 へ^つ 



つけて ある 小さい 無電 機の スィッチ を 入れた。 すると、 

みみたぶ 

彼の 耳朶のう しろに 貼りつ けて ある 顕微 検音 器が、 低 

くぶ ー んと 呻り だして、 秘密 電波が、 彼の 無電 機から 

流れ だした こと を 知らせた。 

モグラ 下士 は、 指先 を こまかく 働かせながら、 しき 

りに 司令部 を 呼びつ づけた。 



至急 報告 

"こっち は、 軍団 司令部 だ" 



合言葉の 交換が すむ と、 司令部の 通信 兵 は、 名乗り 

を あげた。 

"おう、 しめた。 こっち は、 力 モシ 力 中尉 どのからの 

速達 報告 だ， 

* なに、 速達？" 

がいや、 ちがった。 至急 報告 だ。 そっち は、 たしかに 

軍団 司令部に ちがいないだ ろうね。 お前のと ころ は、 

敵の スパイ 本部 じ やない のか。 商売 上、 Z 軍団 司令部 

らしい 顔 をして、 返事 をして いるんだ つたら、 後で わ 

し は 叱られて 迷惑す るから、 今のう ちに、 スパイなら 

スパイと、 名乗って くれ …… ， 



"なんだ と。 下れ" 

がな にィ。 下れと は、 何 か" 

横で、 全身 を こわばらせて、 怪物 隊を 凝視して いた 

力 モシ 力 中尉 は、 おどろいた。 

「おいおい、 モグラ 下士。 司令部 は、 まだ 出ない のか。 

生死の境に、 秘密 無電 を 打って 暄曄 をし ちゃい かん 

じ やない か」 

「はい。 そうで ありました ナ。 どうやら 司令部の 有名 

じょ ラご 

な 怒り上戸の ァ カザル 通信 兵が 出て いるよう です。 司 

令 部で ある ことに、 まちがい はない ようです。 なにし 

ろ、 こういう 重大 報告 は、 念に は 念 を 入れない と、 い 



けません からな あ」 

「そうと 決まったら、 はやく 打電し ろ。 ぐずぐずして 

いると、 敵の 怪物 隊 はこつ ちへ 攻めて くる かもしれ な 

ぃぞ」 

「はい、 はい。 —— おや、 司令部が 引 込んで しまった。 

どうも 気の 短い 奴 だ。 あの ァ カザル 通信 兵と いう 男 

ま」 

モグラ 下士 は、 また、 きいきいと 呼び出し 信号 を 出 

した。 

"おい、 軍団 司令部 か。 こっちへ 挨拶 もしないで、 引 

込ん じ まっちゃ、 困る じ やない か。 手間 どって いるう 



ちに、 こっちが 敵の 砲弾で 粉砕され ちま や、 貴重に し 

て 重大なる 戦況 報告が 司令部へ 届かない ことになる 

じ やない か。 そうなる と、 わが 軍の 損害 は 急激に —— 

なに、 早く 本文 を 喋れと いうの か。 さっきから、 喋ろ 

うと 思う と、 意地 わるく、 貴様の 方で、 邪魔 をす るん 

だ。 いい か、 さあ 喋る ぞ" 

せき せきてい しん 

と モグラ 下士 は、 大きな 咳ば らい をして、 * 挺進 Z 

百 十八 歩兵 中隊 報告！ われ は、 本 地点に おいて —— 

本 地点と いうの は、 一体 どこなん だか、 こっちに は、 

よく わからな いから、 そっちで 方向 探知して くれ、 い 

いか —— 右 地点に おいて、 敵の 怪物 部隊に 対峙して 奮 



戦中な り。 敵の 怪物 部隊の 兵力 は 約 一千 十五 名な り… 

と、 敵 一千 名 だけ、 さばを読んで、 

〃 —— その 怪物 は、 いずれも、 重圧 潜水服 を 着装せ る 

ところより 推定す るに いずれも 海軍 部隊なる ものの 如 

きも、 ここに 不可解 なること は、 彼等 怪物 は ロケット 

爆弾の 中に ひそみて 飛来した ものであって、 その 結果 

より 見れば、 恰も 空中に 海が ありて、 そこより 飛来し 

たものと 推定され る も、 なぜ 空中に 海が あるの か、 わ 

しに も 分らない、 中隊 を 率いる 力 モシ 力 中尉に も、 お 

そらく 分つ ちゃ いないだろう …… " 



ラ 下士が、 気がついて みると、 いつの 間に やら、 背中 

の 無電 機から 出して いる はずの 電波が とまって いた。 

(無駄な お喋り をして いたんだ な) 

いくたび 

と、 気がついて、 幾度 も スィッチ を 入れ 直して みた 

が、 機械 はもう 役に立たなかった。 いつの 間に やら、 

故障に なって いたので ある。 

「中尉 どの。 無電 機が …… 」 

と、 モグラ 下士が、 叫んだ とき、 その 声 を、 おさえ 

るよう に 力 モシ 力 中尉が、 彼の 腕 をつ よくつ かんだ。 

「おい、 あれ を 見ろ。 第一 要塞 は、 とくの 昔に 敵に、 

占領され ていたんだ」 



その テレビジョン は、 同時に、 無線電話 装置 も 持つ 

ていて、 スタ ー ベア 大 総督 は、 スクリ —ンの 上の 人物 

と 話 をす る こと も 出来る のであった。 

いま 大 総督 は、 スクリ ー ン にうつつ た Z 軍司令官と 

重大な 会話 を とりかわ している。 

「なんじ や、 なんじ や、 なんじ や」 

と大 総督の 機嫌 は、 はなはだ 斜めであった。 

「は あ、 は あ、 は あ」 

Z 軍団 司令官 は、 ただもう 恐れ入つ ている。 

「貴官 を 頼みに していた ばかりに、 作戦計画 は 根柢 か 

ら、 ひっくりかえった。 第一 岬 要塞が 奪還で きな けれ 



と、 スクリ —ン のうえ の Z 軍団 司令官 は、 女の よう 

に、 もじもじと 身体 をく ねらせて いたが やがて 大 決心 

をした という 顔 付に な つ て、 

「大 総督 閣下。 では、 小官から 一 つのお 願い をいた し 

ます」 

「願い？ 誰が 今、 貴官の 願いな ど を、 聞いて やろう 

といった か」 

「いえ、 いえ。 閣下のお たずねの 件 を、 小官のお 願い 

の 形式に よって、 申し述べます。 でない と、 万一、 間 

違った 意見 を 述べました ため、 銃殺に あいまして は、 

小官 は 迷惑 をいた します ので …… 」 



ます」 

「うむ、 早く やれ！」 

元帥 は、 椅子に ふんぞりかえった まま、 副官に 対し、 

早く 第 十九 階の 会議室へ やれと、 いそがした。 昔の 人 

が、 この 会話 をき いたら、 元帥 は 気が ちがって いるの 

だと 思う であろう。 椅子に 根の^ えたよう に 腰を下ろ 

しながら、 早く やれと いっても、 やりようがない では 

*k ヽ ゝ o 

る レカ 

いや、 そうで もない。 やりよう はたし かに あるの 

だった。 なぜ なれば とつぜん 元帥の 机上に ある 電気 時 

計の ような 形 をした 段 数 計の 指針が、 二十 四のと ころ 



がして 階段に 生えて いた 首の 一 つが、 その 場に 前に 倒 

れた。 見る とその 首 は、 本物の 首で はなく、 作り 首 だつ 

た。 それ は 首から うえの 作り物であった。 そして、 一 

種の 電話機で あつたの だ。 

つま リ 首の その 本人 は、 元帥の 前に いないので ある。 

遠くに いるの だった。 ただ、 彼 を 代表す る 電話機 だけ 

が、 首の 形 をして、 ラ ヂゥム 元帥の 前に 並んで いたの 

だ。 昔 は、 会議 をす る ときには、 方々 から 参謀が 参集 

した ものである。 今 は、 勝手な 場所に いて、 ただ、 自 

分が 背負って いる 携帯 無電 機の スィッチ を 入れる と、 

今 元帥の 前の 作り 首が、 むつく り 起き 上る。 これが (は 



い、 電話で、 お 話 を 聞いて いますよ) という 信号な の 

である。 

ラ ヂゥム 元帥 は、 そういう 作り 首に 向って、 会議 を 

宣言した の だ。 

「 …… 只今、 イネ 州 駐在の ゴ ー ルド 大使より、 非常 警 

報が 届いた。 ァカグ マ 国の 軍隊 は、 続々 集結して いる。 

また 予備兵た ち へ は、 動員令が 発せられ たそうで ある。 

彼等 は、 はりきって、 すでに 発砲して いる。 第一 岬附 

近 は、 戦場の よう だ。 国軍 はしき りに 東方へ 向って、 

移動 を 開始し、 イネ 州の 東海岸に は、 艦隊が 出発 命令 

を 待つ て いる そうじゃ」 



ういう 気なら、 戦争の 責任 は、 悉 く 彼等に ある もの 

というべき です。 そういう ことなら、 こっち も IS 慮な 

く、 戦う ことができて、 勝手が よろしい」 

と、 元帥 は、 憤慨して、 

「さあ、 それで はゴ— ルド 大使。 キン ギン 国内に おけ 

る 軍隊の 動きに ついて、 貴下の 集められた 情勢 を、 わ 

れ われに 詳しく 話して いただきたい」 

「はい、 では 申 上げましょう。 まず わが 密偵の 一人 は 

…：- J 

と、 ゴ— ルド 女史 は、 長々 しい 報告 を 喋り はじめた。 

元帥 は、 チュ ー インガム を、 くち やくち ゃ嚙 みっつ、 



いう 大 冒険の 成功者だった。 しかも 彼 は、 独特の 設計 

によって、 その 往復に 五ケ 月 を 費した ばかりであった。 

キン ギン 国の 大統領 は、 彼 アルゴン 大尉 を 招き、 その 

成功 を 絶讃す ると 共に 一 躍 大将に 昇任 させた。 「実力 

ある 者 は、 どんな 高い 官職に もの ぼる ことが 出来る。 

年齢 や 経歴な ど を 問う もので はない」 というの が、 キ 

ン ギン 国の 歴代の 大統領の 信念であった。 こうした 例 

は、 この 国内に たいへん 多く、 そういう いずれも 若々 

しい 能力 者に よって、 この 国の 国防 力 や 文化 はこの 二 

十 年間に 急速な 発展 を 遂げ 〔# 不自然な 途切れと ー 行ァ 

キは、 ママ〕 



速 潜水 艦隊 を 配置し、 一挙に ァカグ マ 国 をぶ つ 壊す 作 

戦であった。 文字 どおり、 空中、 海上、 海底の 三方よ 

りの 立体戦であった。 

「全軍、 出動 用意！」 

アルゴン 大将 は、 官邸の マイク を 通じ、 すべての 根 

拠 地に 対して、 号令した。 

やがて、 用意よ しの 返事が 大将のと ころへ きた。 そ 

h で 大将 は、 

「全軍、 進め！」 

と、 出発 を 命じた。 それ こそ、 キン ギン 国 建国 以来 

の 歴史的な 瞬間だった。 なぜ なれば、 そのような キン 



ギン 国の 戦闘 部隊 の 豪華 さ は、 このと きを 境と して、 

再び 見られなかった からで ある。 

全軍 は、 直線 的に、 真西へ 向けて、 進発した。 それ 

ちょうど 

は 丁度 洋上に 夕闇が 下りた ばかりの 頃だった。 太青洋 

踏破 は、 正 二日 半で 完了す る 予定だった。 

アルゴン 大将の、 特に 信頼 をお いていた の は、 二百 

隻 から 成る 快速 潜水 艦隊であった。 大将 は、 艦隊 最高 

司令官 スィ ギン 提督から 刻々 報告 を こっちへ 送ら せ て 

いた。 

「只今、 二十 時。 わが 潜水 艦隊 は、 〇〇 地区 を 潜航 中 _ 

全 艦隊、 異常な し」 



そういう 報告が 入る と、 アルゴン 大尉 は、 ふう ッと、 

鯨の ような 息をついて、 にっこりと 微笑す るの だった。 

ァカグ マ 国 を 海底から 攻撃す る 日 は、 刻々 として 近づ 

きつつ あるので あった。 この 潜水 艦隊 は、 ただの 潜水 

ま T 

艦で はなく、 陸岸に 行き 当る と、 するすると 岸 を 匐い 

のぼって、 たちまち 重戦車に 早 変り を するとい う 怪物 

なの だ。 アルゴン 大将が、 期待 を かける の も、 無理 は 

なかった。 

「只今、 全 航程の 三分の 二 を 踏破せ リ。 あと 二 時間に 

あかつき おうせい 

て、 暁 を 迎える 害。 艦隊の 全 将兵の 士気 旺盛な り」 

スィ ギン 提督からの 報告 は、 一報 ごとに、 戦争 次官 



怪 潜水艦？ 

その 潜水艦 は、 艦 体が、 壊れ かかった セルロイドの 

おうとつ くだ 

玩具の ように、 凹凸に なって いた。 潜望鏡の 管 も、 マ 

スト も、 折れ 曲った まま、 ぶらぶら していた。 しかし 

艦 体 は、 ピカピ 力に 光って いた。 

海中 哨戒 線 は、 陸に ある ト ー チカ を、 点々 と 海底に 

しずめた ような 恰好の もので あつたが、 或る 特殊な 不 

可視光線 によって、 そこ を 通過す る 潜水艦な ど を 捕え 

るよう な 仕掛けに な つていた。 

r 怪 潜水艦が、 通過 中！」 

という 警報で、 海底 ト— チカの 兵員 は、 それと いう 



それにしても、 かの 恐るべき 爆薬 床と は、 どんな も 

のであろう。 また、 何者が、 そのような 仕掛 を 作って 

置いた のであろう か。 太 青洋の 海上 海中 海底に ついて、 

あらゆる こと を 調べ つくして いる はずの キン ギン 国の 

海軍に とって、 これ はまた、 意外に も 意外なる 敵の 作 

戦 施設であった。 

、-- しぼう 

陰謀 

ァカグ マ 国 イネ 州の 大 総督 スタ ー ベア は、 非常に 昂 



「ま、 ま、，」 

「お前 は、 なぜ、 その 不可解な 謎 を、 解こうと はしな 

いの か。 永年 わしが お前に 対して 信頼して いた こと は、 

ここへ 来て 根柢から 崩れて しまった ぞ。 お前 こそ、 ぼ 

ん くら 中の 大 ぼん くらだ」 

「は、 ま、.」 

秘密警察 隊の 司令官 ハ ャブサ は、 ますます 顔面 を 蒼 

白に して、 おそれ 入る ばかりであった。 

スタ ー ベ ァ大 総督が いらいら している その わけ は、 

キン ギン 国との 戦闘に おいて、 彼が 命じ もしない 素晴 

らしい 戦果が あげられ ている ことであった。 敵の 参謀 



「思い あたる ことと 申します と 」 

ひげ 

「ええい、 鈍感な 奴 じ や」 と スタ— ベア は、 太い 髭 を 

ふるわせ、 

「つまり、 誰か、 この わし を 蹴落そう という 不^の 部 

下が 居て、 わしに 相談 もしないで 敵 を 攻めて いるので 

きょうゆ う 

はなかろう か。 そいつ は、 恐るべき 梟雄で ある！」 

「さあ …… 」 

と、 ハヤ ブサ 司令官 は、 小 首をかしげた。 

苦しき 報告 



「姫が、 どうした というの じ や。 早く、 それ をい え！」 

「は、 ま、.」 

ハヤ ブサ 司令官 は、 自分の 頭 を 左右に ふりながら、 

「どうも、 申 上げに くいこと でございますが、 トマト 

姫 さま こそ、 まことに 奇々 怪々 なる 御 力 を 持 たれた お 

姫 さまの ように、 存じ 上げます。 はい」 

「なんじ や、 奇々 怪々？ あつ はつ はつ はつ」 

大 総督 は、 からからと 笑いだ した。 

「冗談に も 程が ある。 わしの 娘 を とらえて、 奇々 怪々 

と は、 なにごと じ や。 お前 は 血迷った か」 

「では、 やはり、 私 は、 それ を 申 上げない 方が、 よろ 



は、 トマト 姫 さまの 御行 動 を、 それとなく 監視 —— い 

や 御注意 申 上げて いました ところ、 かずかずの ふしぎ 

な ことが ございました」 

「ふしぎ？ その ふしぎと は、 何 だ。 早く、 先 をい え」 

「或る日の こと、 姫のお 後に ついて、 州 立 科学 研究所 

の 廊下 を 歩いて いますと …… 」 

「おいおい、 わしの 姫が、 そんなと ころ を 歩く もの か、 

い い 加減な こと をい うな」 

「いえ、 事実で ございます。 —— ところが、 部屋の 中 

で、 所員の 愕 くこえ を 耳に いたしました。 "あつ、 計器 

の 指針が とんで しまった、 なぜだろう"」 



「ああ、 あれ は …… 」 

その 超 重爆撃機 は、 まるで、 戦艦に 翼が 生えた よう 

な 怪奇 きわまる 姿 を も つていた。 

「敵機 だ。 大空 襲 だ！」 

わ けい ほ-つ ボタン お 

監視 哨は、 ようやく、 吾れ にかえって、 警報 釦を圧 

し、 そして 口ごも リ ながら 電話で 報告 をした。 

高射砲が、 砲撃 を はじめた の は、 それから わずか 三 

分の ちの ことだった が 敵機 は、 それまでに、 既に 数百 

の 爆弾 を 翼 下から 地上に 向け 切り はなしていた。 

もうもう おお 

爆 煙 は濛々 として、 天日 を蔽 つた。 土 は、 空中 高く 

はね 上り、 樹木 は 裂け 飛び、 道路に は 大きな 穴が 明い 



て、 一機 また 一機、 降下 を 始めた のであった。 

「ああ、 敵機 撃墜 だ。 わが 防空 陣地の 勝利 だ！」 

と、 地上に わずかに 砲口 を 見せて いる 高射砲 部隊 は 

喊声を あげた。 

地底 深き 司令部に は、 ラック 大将が、 テレビジョン 

によって、 この 戦闘の 模様 を、 手に 汗 を 握って 観戦し 

ていたが、 このと き、 高射砲 部隊からの 報告が 届いた。 

〃 II わが 高射砲 部隊 は、 敵機 五十八 機 を 撃墜せ り。 

尚 引続き 猛射 中， 

だが、 ラック 大将 は、 別に 嬉しそうな 顔 もせず、 傍 

の 参謀に 話しかけた。 



されて しまったの である。 そうと は 知らない ラック 大 

将 以下 は、 ただ 不思議な こと だと、 首 を ひねる ばかり 

であった。 

そのうちに、 只 一本、 貴重な 報告が 入って きた。 そ 

れは、 伝書鳩が 持って きた ものだった。 その 報告 文に 

は、 次の ような 文句が あった。 

〃 I 本日 十六 時、 本 監視 哨 船の 前方 一 哩の ところ 

に 於て、 海面に 波立つ や、 突然 海面 下より 大型 潜水艦 

とお ぼしき 艦艇 現われ 艦首 を 波 上よ リ 高く 空に 向けた 

せつな リ ようげん 

と 見た る 剎那、 該 艦の 両舷 より、 するすると 金色の 翼 

が 伸び、 瞬時に して 爆音 を 発する と共に、 空中に 舞 上 



もうし い 

服 を 申出で た。 

すると、 敵の 司令官から、 返書が 来て 〃われ は、 貴 

もうしで 

軍の 降服 申出に 応ずる であろう。 依って マイ 力 要塞の 

心臓 は、 只今より 当方が 監視す るから、 直に 貴 軍の 兵 

員 を、 発電所より 去ら しめられたい" 

と、 本文が 終って、 そのうし ろに、 司令官の 署名が 

あった。 その 署名 を 一目 見た ラック 大将 は、 あっと 声 

しりもち 

を あげた まま、 愕 きの あまり、 床に 尻餅 を つ いてし ま つ 

たのであった。 

その 署名と いうの は！ 

"イネ 建国 軍 キン ギン 派遣隊 司令官 力 チグリ 大佐！， 



また 軍事 根拠地であった。 

二つの 遠征 軍が 編制され た。 その 一 つ は、 先に、 ァ 

力 グマ国 イネ 州と 名づ けられた 元の 祖国 領地 へ 攻め 

入って、 まず 第一 岬 要塞 を 占領して 旗 を あげた。 

もう 一隊 は、 今こう して、 東へ 進み、 キン ギン 国の 

咽喉 輪 を、 しっか リ つかんで しまったの である。 

イネ 帝国の 再建、 そして 太 青洋の 制覇 は、 もう 目前 

に 追ってい るの だ。 いま 西方 ァカグ マ 国 イネ 州の 首都 

オハ ン巿 は、 炎々 たる 火災と 轟々 たる 爆発に 襲われ 大 

一 J うが ん 

混乱に 陥って いる。 そして、 かの 傲岸なる スタ ー ベア 

大 総督 は、 少数の 幕僚と 共に 辛うじて 一 台の 飛行機 を 
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